
 
 

◆ゲスト紹介 

  RI第 2730地区 会員増強・拡大部門長 

小原 功三（ｺﾊﾗ ｺｳｿﾞｳ）様 【串木野 RC】 

◆会務報告 

1． 事務所変更のお知らせ（串木野 RC） 

2． 登録料振込先訂正のお詫びとお願い（都城中

央 RC） 

3． ロータリー国際大会に関する最新情報 

2027 年 6 月バルセロナ（スペイン）で開催 

4． 「エアーメモリアル in かのや 2026」へのご案

内について 

日時：令和 8 年 4 月 26 日(日)10：40～ 

場所：鹿屋航空基地 第 3 格納庫前エプロン 

5． 鹿児島地区 RYLA「参加者募集のご案内」再送 

6． 令和 8 年度鹿屋市国際交流協会総会・懇親会

のご案内 

 日時：令和 8 年 5 月 8 日(金)総会 18：30～ 

    講演 19：00～ 懇親会 19：30～ 

 場所：ホテルこばやし 

7． 週報 ………… 鹿屋・串良・南九州大崎 RC 
 

◆入会式 

 

繁昌浩孫さん 

社会奉仕 

親   睦 

 

 

 

◆4 月誕生者祝 

 

 遠矢達一さん 

 

 

◆4 月メモリアルデー祝 

 

 

 

 

 

 

野田敬一さん、鶴丸秀治さん、中間いく代さん 

◆出席表彰 

 

 早川雅子さん 

 （5 年皆勤） 

 

 
 

         会長 久木田 弘さん 

皆さん、こんにちは。 

4 月に入り、私の会長の任期も

あと 3 ヶ月になりました。 

本日は嬉しいことがあります。 

 まず初めに春の九州高校野

球大会に於いて鹿屋中央高等

学校が優勝致しました。次に鹿屋西ロータリークラ
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ブ 50 周年記念実行委員長に山﨑隆夫さんが決まり

ました。 次に新しく入会していただきました繁昌

さんが本日よりご出席いただいております。 

繁昌さんにはロータリーを存分に楽しんでいただ

きたいと思います。 

また、本日は地区より会員増強・拡大部門長の小

原巧三様がお見え頂いています。 

後ほど卓話を頂きます。当クラブの会員増強は私が

任期中に 3 名の方が退会されています。会長をお引

き受けした時は会員数が 41 名でした。現在が 39 名

まで会員数が減ってきています。 

次の会長は上谷田さんで、来年 7 月以降は早川会長

年度で、50 周年記念式典が開催される予定です。 

それまでに 50 名を目標とし、今年 6 月までに 46

名まで増やすことを目標としています。 

残り 3 ヶ月となり、かなり厳しい状況ですが、今一

度皆様方のお力により会員増強のご協力を切にお

願い申し上げます。 

さて、今月は環境月間となっています。 

マイロータリーにこのように書かれています。 

ロータリー財団管理委員会と国際ロータリー理事

会は、「環境」という新たな重点分野を追加しまし

た。ロータリーは長年、平和構築と紛争予防、疾病

予防と治療、水と衛生、母子の健康、基本的教育と

識字率向上、地域社会の経済発展の課題に取り組ん

できた。しかし近年、世界中で、森林破壊・気候変

動、自然災害の増加、生態系の破壊、水資源の枯渇、

といった問題が深刻化。これらは 地域社会の安定・

健康・経済発展すべてに直結する課題であり、ロー

タリーの使命そのものに関わるため、環境分野を独

立した重点分野として扱う必要が生まれた。環境は、

ロータリーの 7 つ目の重点分野となり、グローバル

補助金によって実施される奉仕活動のカテゴリー

となりました。これにより重点分野化によるクラブ

へのメリットとして次の事が考えられます。 

・補助金を活用した大規模プロジェクトが可能 

・他クラブ、行政、学校との協働が進めやすい。 

・若い世代（特に環境意識の高い層）へのアピー

ルになる 

・会員増強、クラブ活性化にもつながる 

そのプロジェクトのための補助金申請は 2021年 

7 月 1 日から受付を開始し「環境」を 7 つ目の重点

分野として正式に採用しました。 

これにより、環境保全はロータリーの使命の中心に

位置づけられ、世界中のクラブが補助金を活用しな

がら活動できるようになりました。 

4 月が環境月間とされているのは、アースデーをは

じめ環境への関心が高まる時期であり、クラブが環

境活動をまとめ、次年度へつなぐのに適した月だか

らです。当クラブにおいては５月３１日に環境の一

環として海岸清掃を開催いたします。 

環境に関する他のクラブの取り組み映像をご覧い

ただき会長の時間といたします。 

 
 

RI2730 地区会員増強・拡大部門 

   部門長 小原功三様（串木野 RC） 

 今年度地区会員増強・拡大部

門長の小原功三と申します。 

串木野ロータリークラブに所属

しています。入会は平成元年で

ロータリー歴は 36 年です。 

串木野 RC の会員が 7 名の時な

どもあり、会長を 6 回させていただきました。 

PELS で上谷田さんとお会いし、メークアップを

お願いしたところ快く承諾していただきました。

ありがとうございました。上谷田さんとは建築士

会で 20 年以上のお付き合いをさせていただいて

おります。 

 現在の地区の会員増強の現状は、11 月末で 70

名強の増強でしたが、12 月末で退会の大一波が襲

い、20 名の退会があり、2 月末では 48 名の増に

とどまっております。6 月末には最大の波、第 2

波があります。過去 3 年を見ますと、6 月末の退

会者が平均で 70 名の退会者が出ております。 

この第 2 波を少しでも抑えられるよう各クラブに

お願いをしております。今年度西本ガバナーは

「居心地の良いクラブとは」を掲げておられま

す。居心地が良いと退会者は出ないと思います。 

まずは、居心地の良いクラブを目指し、退会防止

に努めていただきたいです。 

よろしくお願いいたします。 

 私の所属している串木野 RC は、以前は弱小ク

ラブといわれ、7 名の会員数でした。現在、会員

数 30 名まで増えました。増強出来た大きな理由

はある若い会員の入会でした。 

JCOB で以前から声をかけていたのですが、ある

ことをきっかけに入会していただきました。 

その後、5 年間で 25 名の増強が出来ました。 

若い会員から入会しやすい状況をつくろうという

意見が出て、まず見直したのが会費でした。 

串木野 RC は全て夜の例会です。食事を無くする

ことによって月 1 万 3 千円の会費を 1 万円にしま

した。また家族会員を設け、2 人目は会費を半額

にしました。このように細則の見直しによって、



若い会員、現役で働いている会員が入会しやすい

状況を作り出し、増強に努めました。 

会員が増えると様々な事業が出来、地域との関り

も増え、地域に対する影響力も出て、近々市の副

市長も入会することになりました。 

 ロータリークラブが地域に与える影響は大きい

と思います。この 2730 地区内で 3 万人を超える

市でロータリークラブが無いのは曽於市です。 

この曽於市にロータリークラブをつくりたいと思

います。次年度その足掛かりとして、近隣のロー

タリークラブを中心にご協力をいただき、衛星ク

ラブからの発足でも良いので新クラブ結成に向け

て力を注ぎたいと思います。そのために、鹿屋西

ロータリークラブから拡大委員の推薦をお願いし

ます。ご協力をお願いいたします。 

最後に地区の役割は、各クラブへ会員増強をお

願いするだけではなく、各クラブが増強しやすい

状況をつくるのが役割だと思っています。 

今年度、増強セミナーでアンケートを取った際、

入会説明会やロータリークラブを PR するための

パンフレットを作成しているクラブは三分の一以

下でした。各クラブが使えるようなパンフレット

のひな型を地区で作成し、各クラブが利用できる

ようにしたいです。現在、各クラブのパンフレッ

トを集めています。集められたものを参考に年度

内に作成し、各クラブが会員増強に使えるような

パンフレットにしたいです。拙い話になりました

が、ご清聴ありがとうございました。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

◆スマイル報告             〈 12 件 〉 

〇会員増強でお世話になります。鹿屋西 RC の例会に

参加できうれしく思います。本日はよろしくお願い

致します。……………………… 小原様(串木野 RC) 

〇野球部へのご声援、ご祝辞ありがとうございました。

今後とも変わらぬご声援を頂ければ幸いでござい

ます。……………………………………… 前田(均) 

〇結婚祝ありがとうございます。元気で残りの人生を

楽しみたいと思います。……………………… 野田 

〇お誕生祝の品ありがとうございます。……… 遠矢 

〇すっかり忘れていましたが、結婚祝をいただきまし

た。ありがとうございました。……………… 鶴丸 

〇メモリアルデーありがとうございます。…… 中間 

〇小原部門長、本日は鹿屋西ロータリークラブ外部卓

話ありがとうございました。繁昌さん御入会おめで

とうございます。鹿屋中央高校野球部九州高校野球

県予選優勝おめでとうございます。……… 上谷田 

〇出席表彰ありがとうございます。…………… 早川 

〇小原部門長、卓話ありがとうございます。繁昌様、

ご入会おめでとうございます。都合により早退いた

します。………………………………………… 中原 

〇繁昌さん、ご入会おめでとうございます。又、本日

卓話をいただきました小原様、会員増強頑張ります。

ありがとうございました。鹿屋中央高校野球部、春

の高校野球大会優勝おめでとうございます。………

………………………………………………… 久木田 

〇鹿屋中央高校野球部 24 季ぶりＶ、誠におめでとう

ございます。もう一度、甲子園に連れて行って下さ

い。OB 会も盛り上がってます。……………… 梅北 

〇小原様、貴重なご卓話ありがとうございました。繁

昌さん、ご入会おめでとうございます。今後ともよ

ろしくお願いします。鹿屋中央高校野球部、地区大

会優勝おめでとうございます。…………… 西ノ原 

           本日計 18,000 円 累計(一般) 295,100 円 

（財団） 86,354 円   （米山）105,646 円 

＊＊＊＊＊ ありがとうございました ＊＊＊＊＊ 

【ポリオとの闘いを終わらせる挑戦者】  

ポリオ根絶という使命に生きる医師 

 約 30 年前、チャドで新設されたローターアクトクラ

ブへの参 加を勧められたシニキ・ファンデブネット

さんは、迷うことなく入会しました。「ロー タリーの

掲げる人道的な目標は、医学生だった私の志とぴたり

と重なっていまし た」と、彼は振り返ります。 チャ

ドで育った彼にとって、ポリオは決して遠い存在では

ありませんでした。友人 の中にはポリオにかかり、

生涯にわたる障がいを抱えた人もいました。そうした 

現実の中で、ロータリーとの出会いは、疾病に立ち向

かう「集団の力」を実感する 機会となりました。ロー

ターアクターとして予防接種キャンペーンに参加し、

陰謀 論を信じる人や宗教的理由から接種をためらう

保護者に対して、ワクチンの重要 性を粘り強く伝え

ました。この経験が彼の進路を決定づけ、整形外科を

専門に選 択。卒業論文ではチャドにおけるポリオ根

絶をテーマに掲げ、最終研修では「全 国予防接種日

の意義」を研究課題としました。医学部卒業後はロー

タリークラブに入会し、無償医療活動を通じてポリオ

の後遺症に苦しむ人びとを支援し続けています。また、

外科医学の教授として国外にも赴き、子どもたちの運

動機能を改善する手術を行うとともに、ポリオの影響

を受けた患者を治療できる人材の育成にも力を注い

でいます。  
週報担当： 前田（数） 


